
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多色印刷機能を備えたファクシミリ装置において、
　画情報受信時、受信原稿の１ページ目にしおりマークを印刷するか否かを設定する

　それぞれの相手端末毎に、しおりマーク印刷色 を登録する
　画情報受信時、相手端末に

印刷する ことを特徴とす
るファクシミリ装置。
【請求項２】
　多色印刷機能を備えたファクシミリ装置において、
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設定
手段と、

と、その代替色 登録手段と、
しおりマーク印刷色が登録されており、そのしおりマーク印

刷色で印刷可能な場合には、当該しおりマーク印刷色で、受信原稿の１ページ目に所定の
しおりマークを印刷し、上記しおりマーク印刷色で印刷できない場合には、上記代替色で
、受信原稿の１ページ目に所定のしおりマークを印刷するとともに、当該ページに、代替
色を用いたことをあらわす代替色マークを 印刷制御手段を備えた

それぞれの相手端末毎に、用紙の中央位置を表示するためのセンターマークを印字する
か否かをあらわすセンターマーク印字フラグと、当該センターマークの印刷色をあらわす
センターマーク印刷色と、その代替色を登録する登録手段と、
　画情報受信時、相手端末に対応してセンターマークを印字する旨が設定されており、そ
のセンターマーク印刷色で印刷可能な場合には、上記センターマーク印刷色で、受信原稿
の各ページ目に所定のセンターマークを印刷し、上記センターマーク印刷色で印刷できな



印刷する
ことを特徴とするファクシミリ装置。

【発明の詳細な説明】

【発明の属する技術分野】
本発明は、多色印刷機能を備えたファクシミリ装置に関する。

【従来の技術】
　一般に、ファクシミリ装置では不特定多数の相手端末より画情報を受信するので、特定
のユーザから受信した受信原稿を簡単に見分ける にできると、便利である。

　そこで、特定の相手先から受信した受信原稿を、当該ユーザに設定されている紙種や用
紙の色で記録出力するようにしたり（特許文献１参照）、特定の相手先から受信すると対
応する呼出音で呼び出すようにするものが提案されている（特許文献２参照）。

【特許文献１】
　　　　特開平１１－２５２３４２号公報

【特許文献２】
　　　　特開２０００－７８２６９号公報

【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前者の場合には、設定されている紙がなくなった場合には、受信原稿を

記録出力できないという不具合があり、また、後者の場合には、装置のそばにユーザが
場合には、効果がないという不具合があった。

　本発明はこのような課題を解決するために、特定の相手先から受信した受信原稿を容易
に識別することができるファクシミリ装置を提供することを目的とする。

【課題を解決するための手段】
　本発明は、多色印刷機能を備えたファクシミリ装置において、画情報受信時、受信原稿
の１ページ目にしおりマークを印刷するか否かを設定する それぞれの相手端
末毎に、しおりマーク印刷色 登録する 画情報受信時、相手
端末に

印刷する ものである。

　また、多色印刷機能を備えたファクシミリ装置において、

印刷する ものである。

【発明の実施の形態】
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い場合には、上記代替色で受信原稿の各ページ目に所定のセンターマークを印刷するとと
もに、当該ページに、代替色を用いたことをあらわす代替色マークを 印刷制御手
段を備えた

【０００１】

　
【０００２】

よう
【０００３】

【０００４】

　

　
【０００５】

　
い

ない
【０００６】

【０００７】

設定手段と、
と、その代替色を 登録手段と、

しおりマーク印刷色が登録されており、そのしおりマーク印刷色で印刷可能な場合
には、当該しおりマーク印刷色で、受信原稿の１ページ目に所定のしおりマークを印刷し
、上記しおりマーク印刷色で印刷できない場合には、上記代替色で、受信原稿の１ページ
目に所定のしおりマークを印刷するとともに、当該ページに、代替色を用いたことをあら
わす代替色マークを 印刷制御手段を備えた
【０００８】

それぞれの相手端末毎に、用
紙の中央位置を表示するためのセンターマークを印字するか否かをあらわすセンターマー
ク印字フラグと、当該センターマークの印刷色をあらわすセンターマーク印刷色と、その
代替色を登録する登録手段と、画情報受信時、相手端末に対応してセンターマークを印字
する旨が設定されており、そのセンターマーク印刷色で印刷可能な場合には、上記センタ
ーマーク印刷色で、受信原稿の各ページ目に所定のセンターマークを印刷し、上記センタ
ーマーク印刷色で印刷できない場合には、上記代替色で受信原稿の各ページ目に所定のセ
ンターマークを印刷するとともに、当該ページに、代替色を用いたことをあらわす代替色
マークを 印刷制御手段を備えた
【０００９】



以下、添付図面を参照しながら、本発明の実施の形態を詳細に説明する。

　図１は、本発明の一実施例にかかるグループ３ファクシミリ装置を示している。

　同図において、システム制御部１は、このグループ３ファクシミリ装置の各部の制御処
理、および、所定のグループ３ファクシミリ伝送制御手順処理を行うものであり、システ
ムメモリ２は、システム制御部１が実行する制御処理プログラム、および、処理プログラ
ムを実行するときに必要な各種データなどを記憶するとともに、システム制御部１のワー
クエリアを構成するものであり、パラメータメモリ３は、このグループ３ファクシミリ装
置に固有な各種の情報を記憶するためのものであり、時計回路４は、現在時刻情報を出力
するためのものである。

　スキャナ５は、所定の解像度で原稿画像を読み取るためのものであり、カラープロッタ
６は、所定色で、かつ、所定の解像度で画像を記録出力するためのものである。例えば、
カラープロッタ６は、シアン、マゼンタ、イエローの三原色を適用して、多色印刷物（モ
ノカラー、フルカラー）を記録出力することができる。

　操作表示部７は、このグループ３ファクシミリ装置を操作するためのもので、各種の操
作キー、および、各種の表示器からなる。

　符号化復号化部８は、画信号を符号化圧縮するとともに、符号化圧縮されている画情報
を元の画信号に復号化するためのものであり、画像蓄積装置９は、符号化圧縮された状態
の画情報を多数記憶するためのものである。

　グループ３ファクシミリモデム１０は、グループ３ファクシミリのモデム機能を実現す
るためのものであり、伝送手順信号をやりとりするための低速モデム機能（Ｖ．２１モデ
ム）、および、おもに画情報をやりとりするための高速モデム機能（Ｖ．１７モデム、Ｖ
．３４モデム、Ｖ．２９モデム、Ｖ．２７ｔｅｒモデムなど）を備えている。

　網制御装置１１は、このグループ３ファクシミリ装置をアナログ公衆網ＰＳＴＮに接続
するためのものであり、自動発着信機能を備えている。

　これらの、システム制御部１、システムメモリ２、パラメータメモリ３、時計回路４、
スキャナ５、プロッタ６、操作表示部７、符号化復号化部８、画像蓄積装置９、グループ
３ファクシミリモデム１０、および、網制御装置１１は、内部バス１２に接続されており
、これらの各要素間でのデータのやりとりは、主としてこの内部バス１２を介して行われ
ている。

　また、網制御装置１１とグループ３ファクシミリモデム１０との間のデータのやりとり
は、直接行なわれている。

　さて、本実施例では、受信原稿に図２（ａ）に示すような各種のマークを追加記録する
ことができる。

　センターマークＣＭ１は、用紙の短手方向の中央位置を示すためのものであり、センタ
ーマークＣＭ２は、用紙の長手方向の中央位置を示すためのものである。これらのセンタ
ーマークＣＭ１，ＣＭ２は、印刷各ページに追加印刷される。

　しおりマークＳＭは、１つの受信ジョブまたは印刷ジョブにおけるひとまとまりの印刷
ページの区切りを示すものであり、通常、印刷ジョブの１ページ目に追加される。
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【００１０】

【００１１】

【００１２】

【００１３】

【００１４】

【００１５】

【００１６】

【００１７】

【００１８】

【００１９】

【００２０】

【００２１】



　また、これらのセンターマークＣＭ１，ＣＭ２、および、しおりマークＳＭは、受信原
稿に付加する際には、通信の相手端末にあらかじめ登録された印刷色で印刷される。

　さらに、その印刷色で印刷ができない場合、例えば、カラープロッタ６のトナーやイン
クが不足した場合などは、あらかじめ定められた代替色で、センターマークＣＭ１，ＣＭ
２、および、しおりマークＳＭは印刷される。

　また、このように代替色でセンターマークＣＭ１，ＣＭ２、および、しおりマークＳＭ
を印刷した場合には、当該印刷ページに代替色マークＫＭが追加印刷される。

　この代替色マークＫＭは、同図（ｂ）に示すように、印刷色をあらわすマークＫ１、右
向きの矢印マークＫ２、および、代替色で塗りつぶされたマークＫ３により構成されてお
り、センターマークＣＭ１，ＣＭ２、あるいは、しおりマークＳＭの印刷色および代替色
が一目で分かるようになっている。図示の場合は、「シアン」をあらわす文字「Ｃ」がマ
ークＫ１の中央部にデフォルト色（普通は、黒色）で記録される。ここで、文字「Ｍ」は
「マゼンタ」、文字「Ｙ」は「イエロー」、文字「Ｂ」は「黒」をあらわす。

　このようなセンターマークＣＭ１，ＣＭ２、および、しおりマークＳＭの印刷色等につ
いては、図３（ａ）に示すような、しおりマーク指定情報テーブルに登録される。

　このしおりマーク指定情報テーブルは、１つ以上のしおりマーク指定情報からなり、そ
のしおりマーク指定情報は、同図（ｂ）に示すように、端末識別情報（ＣＳＩ／ＲＴＩの
内容）、指定された印刷色をあらわす印刷色情報、指定された代替色をあらわす代替色情
報、センターマークＣＭ１，ＣＭ２を追加するか否かをあらわすセンターマーク印字フラ
グ、および、代替色マークを追加するか否かをあらわす代替色マーク印刷フラグからなる
。

　なお、代替色情報は、有意な内容が登録されない場合がある。その場合は、システムの
デフォルト色（通常は、「黒色」）で印刷される。

　また、しおりマークを追加するか否かは、このグループ３ファクシミリ装置のマシン設
定情報の１つとして登録されており、例えば、同図（ｃ）に示したようなしおり印字フラ
グにその登録情報が格納される。

　また、ユーザは、このようなしおり指定情報テーブルの登録内容をレポートとして出力
させることができる。ユーザにより、適宜な操作がされて、しおり指定情報テーブルのレ
ポート出力が指定されると、グループ３ファクシミリ装置は、しおり指定情報テーブルの
内容に基づいて、例えば、図４に示すようなレポートを記録出力する。

　図５は、このグループ３ファクシミリ装置が受信動作するときの処理の一例を示してい
る。

　まず、着信検出すると（処理１０１）、着信応答し（処理１０２）、所定のグループ３
ファクシミリ着信時の伝送前手順を行い（処理１０３）、画情報を受信する（処理１０４
）。このとき、受信した画情報は、一旦蓄積する。

　画情報の受信が終了すると、所定の伝送後手順を行い（処理１０４）、回線を復旧して
（処理１０５）、処理１０４で蓄積した画情報の印刷処理を行う（処理１０７）。
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【００２２】

【００２３】

【００２４】

【００２５】

【００２６】

【００２７】

【００２８】

【００２９】

【００３０】

【００３１】

【００３２】

【００３３】

【００３４】



　図６、図７および図８は、印刷処理（処理１０７）の一例を示している。

　まず、伝送前手順で得られている相手先情報が、しおりマーク指定情報テーブルに登録
されているかどうかを調べる（処理２０１、判断２０２）。

　判断２０２の結果がＹＥＳになるときには、対応する相手先のしおりマーク指定情報を
取得する（処理２０３）。

　そして、処理ページ番号を管理するためのカウンタｎの値を「１」に初期設定し（処理
２０４）、そのときのマシン設定情報のしおり印字フラグを取得して、しおりマークが印
刷ＯＮに設定されているかどうかを調べる（判断２０５）。

　判断２０５の結果がＹＥＳになるときには、しおりマーク指定情報の指定色情報で指定
されている色を、印刷色として用いることができるかどうかを調べる（判断２０６）。判
断２０６の結果がＹＥＳになるときには、しおりマーク印刷色として、指定色情報で指定
されている色を指定する（処理２０７）。

　しおりマーク指定情報の指定色情報で指定されている色を、印刷色として用いることが
できない場合、例えば、指定色の印刷用トナーやインクがない場合で、判断２０６の結果
がＮＯになるときには、しおりマーク指定情報の代替色情報に有意な情報が含まれている
かどうかを調べる（判断２０８）。判断２０８の結果がＹＥＳになるときには、しおりマ
ーク印刷色として、代替色情報で指定されている色を指定する（処理２０９）。そして、
代替色マーク印刷情報を当該ページの印刷情報に追加する（処理２１０）。ただし、しお
りマーク指定情報の代替色マーク印字フラグがオフされている場合には、代替色マーク印
刷情報を印刷情報に追加しない。

　また、代替色情報に有意な情報が登録されていない場合で、判断２０８の結果がＮＯに
なるときには、しおりマーク印刷色として、デフォルト色を指定する（処理２１１）。

　このように、しおりマークの印刷色の指定が終了すると、次に、その指定されたしおり
マークの印刷色で、しおりマーク印刷情報を当該ページの印刷情報に追加する（処理２１
２）。

　次に、しおりマーク指定情報のセンターマーク印字フラグを調べて、センターマークの
印刷をするかどうかを調べる（判断２１５）。判断２１５の結果がＹＥＳになるときには
、しおりマーク指定情報の指定色情報で指定されている色を、印刷色として用いることが
できるかどうかを調べる（判断２１６）。判断２１６の結果がＹＥＳになるときには、セ
ンターマーク印刷色として、指定色情報で指定されている色を指定する（処理２１７）。

　しおりマーク指定情報の指定色情報で指定されている色を、印刷色として用いることが
できない場合、例えば、指定色の印刷用トナーやインクがない場合で、判断２１６の結果
がＮＯになるときには、しおりマーク指定情報の代替色情報に有意な情報が含まれている
かどうかを調べる（判断２１８）。判断２１８の結果がＹＥＳになるときには、センター
マーク印刷色として、代替色情報で指定されている色を指定する（処理２１９）。そして
、代替色マーク印刷情報を当該ページの印刷情報に追加する（処理２２０）。ただし、し
おりマーク指定情報の代替色マーク印字フラグがオフされている場合には、代替色マーク
印刷情報を印刷情報に追加しない。また、当該ページについて、既に代替色マーク印刷情
報が追加されている場合にも、再度の追加は行わない。

　また、代替色情報に有意な情報が登録されていない場合で、判断２１８の結果がＮＯに
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【００３５】

【００３６】

【００３７】

【００３８】

【００３９】

【００４０】

【００４１】

【００４２】

【００４３】

【００４４】



なるときには、センターマーク印刷色として、デフォルト色を指定する（処理２２１）。

　このように、センターマークの印刷色の指定が終了すると、次に、その指定されたセン
ターマークの印刷色で、センターマーク印刷情報を当該ページの印刷情報に追加する（処
理２２２）。

　次に、ｎページ目の蓄積画情報の印刷処理を行う（処理２２３）。このとき、しおりマ
ーク印刷情報またはセンターマーク印刷情報が追加されているときには、その追加されて
いるしおりマーク印刷情報またはセンターマーク印刷情報の内容も印刷する。これにより
、印刷ページには、しおりマークＳＭ、または、センターマークＣＭ１，ＣＭ２が追加さ
れて印刷される。

　次に、カウンタｎの値を１つ増やし（処理２２４）、次の印刷ページがあるかどうかを
調べる（判断２２５）。判断２２５の結果がＹＥＳになるときには、判断２１５へ戻り、
次のページの印刷動作を行う。

　また、判断２１５の結果がＮＯになる場合には、センターマークＣＭ１，ＣＭ２を追加
印刷しないので、処理２２３へ移行し、当該ページの印刷動作を行う。

　また、１ページ目の印刷動作時であっても判断２０５の結果がＮＯになるときには、判
断２１５へ進み、それ以降の処理を行う。

　また、相手先情報が登録されていない場合で、判断２０２の結果がＮＯになるときには
、処理ページ番号を管理するためのカウンタｎの値を「１」に初期設定し（処理２２６）
、そのときのマシン設定情報のしおり印字フラグを取得して、しおりマークが印刷ＯＮに
設定されているかどうかを調べる（判断２２７）。

　判断２２７の結果がＹＥＳになるときには、しおりマーク印刷色として、デフォルト色
を指定し、その指定されたしおりマークの印刷色で、しおりマーク印刷情報を当該ページ
の印刷情報に追加する（処理２２８）。

　次に、ｎページ目の蓄積画情報の印刷処理を行う（処理２２９）。このとき、しおりマ
ーク印刷情報が追加されているときには、その追加されているしおりマーク印刷情報の内
容も印刷する。これにより、印刷ページには、しおりマークＳＭが追加されて印刷される
。

　次に、カウンタｎの値を１つ増やし（処理２３０）、次の印刷ページがあるかどうかを
調べる（判断２３１）。判断２３１の結果がＹＥＳになるときには、処理２２９へ戻り、
次のページの印刷動作を行う。

　また、判断２２７の結果がＮＯになる場合には、１ページ目にしおりマークを印刷しな
いので、処理２２９へ移行し、当該ページの印刷動作を行う。

　このようにして、本実施例では、しおりマークＳＭの印刷色を、それぞれの相手端末毎
に指定することができるので、受信ユーザは、その受信原稿がどの相手先からのものであ
るかを明確に認識することができ、受信原稿の仕分け作業等が非常に容易になる。

　また、センターマークＣＭ１，ＣＭ２が追加されるので、受信原稿を整理する際のパン
チ孔等をあける作業が非常に簡単になる。
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　また、印刷色に代替色を設定できるので、設定した印刷色に対応したインクやトナーが
切れている場合、代替色でしおりマークやセンターマークが印刷されるので、そのような
場合に代行受信動作が行われるような事態を回避することができ、非常に便利である。ま
た、代替色を用いた場合は、その旨を通知する代替色マークが印刷されるので、そのよう
な事態をユーザは明確に知ることができ、確実な仕分け作業が可能となる。

　なお、上述した実施例では、グループ３ファクシミリ装置に本発明を適用しているが、
グループ４ファクシミリ装置や、ファクシミリ装置機能を備えた複合機等にも本発明を同
様にして適用することができる。

【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、しおりマークの印刷色を、それぞれの相手端末

毎に指定することができるので、受信ユーザは、その受信原稿がどの相手先からのもので
あるかを明確に認識することができ、受信原稿の仕分け作業等が非常に容易になるという
効果を得る。

　また、センターマークが追加されるので、受信原稿を整理する際のパンチ孔等をあける
作業が非常に簡単になるという効果も得る。

　また、印刷色に代替色を設定できるので、設定した印刷色に対応したインクやトナーが
切れている場合、代替色でしおりマークやセンターマークが印刷されるので、そのような
場合に代行受信動作が行われるような事態を回避することができ、非常に便利であるとい
う効果も得る。

　また、代替色を用いた場合は、その旨を通知する代替色マークが印刷されるので、その
ような事態をユーザは明確に知ることができ、確実な仕分け作業が可能となるという効果
も得る。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施例にかかるグループ３ファクシミリ装置を示したブロック図。
【図２】　受信原稿に付加されるしおりマーク、センターマーク、および、代替色マーク
の一例を示した概略図。
【図３】　しおりマーク指定情報テーブルの一例を示した概略図。
【図４】　しおり指定情報テーブルの登録内容をレポートとして出力した場合のレポート
の一例を示した概略図。
【図５】　グループ３ファクシミリ装置が受信動作するときの処理の一例を示したフロー
チャート。
【図６】　印刷処理（処理１０７）の一例を示したフローチャート。
【図７】　印刷処理（処理１０７）の一例を示したフローチャート（図６の続き）。
【図８】　印刷処理（処理１０７）の一例を示したフローチャート（図７の続き）。
【符号の説明】
　１　システム制御部
　２　システムメモリ
　３　パラメータメモリ
　６　カラープロッタ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

(9) JP 4034246 B2 2008.1.16



フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０８－０３２７２２（ＪＰ，Ａ）
              特開２００２－１０１２８４（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－０９４７５７（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－１４１８２８（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04N 1/00- 1/00 108
              H04N 1/32
              H04N 1/46- 1/64

(10) JP 4034246 B2 2008.1.16


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

